




























研究結果

1.就学前発達プロトコールの作成

極小未熟児の発達プロトコールとして修正 0～6 歳、さらに小学生迄が必要であるが、本

研究の目的より一見発達が正常と見え、就学してから問題となるような微細な障害、問題

を発見するため、本年度は 4回のワーキンググループ、班会議を経て、就学前の発達プロ

トコールを作成した。プロトコールは次の 3部より構成されている。

2.極小未熟児の就学前の発達検査結果

プロトコール完成が 11 月で暮れが近くなったこと、発達チェックに小児科・神経学的診

察に 30 分、心理テストに 1時間、最低1時間 30 分以上必要とするため、各施設共今年度

は多数を行うことは出来なかった。2 月 12 日第 3 回班会議迄に聖隷浜松、久留米、聖マ

リア、自治医大、東京女子医大周産期センター、日赤、慈恵、東邦、埼玉小児医療センタ

ーなどで 50 例以上を同一方法でチェックを行い、そのうち資料がまとまったもののみを

記載する。


